


 The evening show “Invitation to KABUKI” is an easy-to-enjoy performance for those who are new to 
Kabuki. In addition to the spectacular dancing and the typical kabuki theatrics ʻARAGOTOʼ , Danjuro will 
show the audience the process of putting on the make-up,  costumes , and wigs for the traditional kabuki play
“SHIBARAKU” . This is a special opportunity to see how kabuki is created and to enjoy the beauty of this 
historic  Japanese traditional culture.
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0570-000-489 06-6530-0333または

●ローソンチケット［Lコード：56185］
●チケットぴあ［Pコード：535-458］ 
●イープラス  
◆歌舞伎公式サイト「歌舞伎美人」
　 https://www.kabuki-bito.jp
◆松竹ホームページ
　 https://www.shochiku.co.jp

窓口販売・お引取りは9月11日（木）10時より、窓口販売特別枠でのお取置きはございません。
※チケットホン松竹では当日券はご予約いただけません。  前売り券販売所▶南座・大阪松竹座・歌舞伎座・新橋演舞場
※未就学児童は満4歳より、お一人様につき1枚チケットが必要です。

03-3545-2200（10：00～17：00）

〒605-0075 京都市東山区四条大橋東詰
TEL 075-561-1155

団体のお申し込み・お問い合わせ
グループ観劇受付中
TEL 075-561-1155（販売営業まで）

令和7年9月9日（火）10：00より電話予約・Web受付開始令和7年8月30日（土）10：00より電話予約・Web受付開始

〒812-8615 福岡市博多区下川端町2-1 
TEL 092-263-5858

団体のお申し込み・お問い合わせ
グループ観劇受付中
TEL 092-263-5880

●ローソンチケット  
●チケットぴあ博多座電話予約センター

博多座オンラインチケット
092-263-5555（10：00～17：00）

（24時間受付）博多座 チケット
窓口販売・お引取りは8月31日㈰10時より
※未就学児童のご入場はお断りしております。
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